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11 月

第15回町内一周駅伝競走大会は11月10日、

役場前をスタート・ゴールに行われ、一般の

部にはオープンチームの町駅伝部をはじめ10

チーム、中学生の部には３チームか出場しま

した。

大会は10区間、23.5㎞のコースで竸われ、

選手の皆さんは、沿道に詰めかけた大勢のひ

とびとの声援を受けなから、中継所を目指し

て懸命に力走。一般の部では源宗山チームか

１時間19分16秒の大会新で優勝しました。



叙

勲

お

め
で

と

う

ご
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い

ま

す

宍
戸
三
郎
さ
ん
に
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六
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単
光
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日
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後
藤
昌
伸
さ
ん
に
勲

六

等

瑞

宝
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宍戸 三郎さん

宍
戸
三
郎
さ
ん
（
森
山
字
宮
前
1
8・

七
十
歳
）
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
国

見
町
議
会
謎
員
に
初
当
選
以
来
、
五

期
通
算
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

町
議
会
叢
員
と
し
て
町
勢
伸
隈
に
尽

力
さ
れ
、
こ
の
た
ぴ
地
方
自
治
功
労

に
よ
り
叙
勲
の
栄
に
岬
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
、

刪
縫
長
、
公
立
藤
田
病
院
組
合
議
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
。
昭
和
六

十
二
年
五
月
か
ら
の
二
年
間
は
、
町

議
会
議
長
と
し
て
、
そ
の
重
責
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

後藤目 伸さん

後
藤
昌
伸
さ
ん
｛
川
内
宇
内
上
６

・

六
十
二
歳
）
は
、
昭
和
二
十
年
か
ら

四
十
三
年
間
の
艮
き
に
わ
た
り
国
見

町
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
、
そ
の
消

防
団
活
動
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た

び
の
栄
え
あ
る
叙
勲
と
な
り
た
も
め

で
す
。

そ
の
間
、
第
四
分
団
長
を
務
め
ら

れ
、
火
災
の
予
防
や
消
火
活
動
、
水

害
な
ど
の
救
助
・
復
旧
活
動
に
尽
力

さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
の
八
・
£
水

嘗
で
は
水
防
活
動
の
指
揮
を
執
り
、

被
害
防
止
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
分
団

長
と
し
て
重
責
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

故
星
輝
男
さ
ん
に

★
勲
五
等
瑞
宝
章

星
輝
男
さ
ん
（
山
崎
宇
西
畑
二
三

の
二
）
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
三

卜
八
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
町

は
も
と
よ
り
、
本
県
の
教
育
、
特
に

特
殊
教
育
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。大

木
戸
小
学
校
長
在
職
時
に
は
、

町
内
校
長
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、
平
成
二
年
三
月
退
職
さ
れ
ま
し

た
。
去
る
七
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
星

校
長
先
生
の
生
前
の
ご
功
績
を
称
え
。

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
・

故

八

島
褊

太

郎

さ
ん

に

★

勲

六

等
鼡
」光

旭
日

章

八
島
褞
太
郎
さ
ん
（
高
城
字
広
前

一
〇
）
は
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
三

十
年
間
の
艮
き
に
わ
た
り
、
民
生
委

員
と
し
て
保
護
世
帯
の
更
生
指
導
、

老
人
、
児
童
福
祉
等
と
幅
広
く
社
会

福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
．

そ
の
間
、
町
教
育
委
員
、
社
協
副

会
長
、
県
民
生
委
員
協
議
会
理
事
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
去
る
六
月

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
．
生
前
の
ご
功

績
を
称
え
、
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上

げ
ま
す
．

平
成
三
年
度

国

見

町

表
彰

式

町
で
は
昭
和
四
十
二
年
以
来
、
町

の
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
献
身

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
か
た
か
た
を
毎
年
、

表
彰
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
年
、

杜
会
、
樫
済
の
変
化
に
と
し
な
い
、

表
彰
制
度
の
見
直
し
か
求
め
ら
れ
、

本
年
九
月
国
見
町
表
彫
条
例
を
制
定

し
、
本
町
表
彰
制
度
の
幣
備
充
実
を

図
り
ま
し
た
。

新
条
例
に
基
づ
く
平
成
三
年
度
町

表
彰
式
は
十
一
月
十
三
日
、
町
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
表
彰
審
査

会
で
慎
重
な
審
議
を
径
て
。
次
の
六

十
名
の
か
た
か
た
か
受
彰
さ
れ
ま
し

た
’
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

特

別
功
労
表
彰

本
町
の
振
興

発
展
に
特
別
な
功
績

が

あ
り
功
労
双
著

な
方
．
ま
た
、
功
労
喪

彰
受
賞
後
も
引
き
続
き
そ
の
職
に
あ
り
、

特
に
功
劣
顕
著
な
々

攸

蘓

跨
次
郎
・
岩

谷

唯

近

宍
　
戸
　
一
．一
　
郎
・
佐

藤

元
　
一

遠

藤

真

平
・
樋
　
口

彌
太
郎

高

檎

呪

記
・
齊

藤
　
　

濤

佐

藤

直

哉
・
背

野

替

郎

大

波

治

男
・
武

田
　
　

孟

菊

地

政

治
・
松

浦

義

男

佐

野

正

治
・
古

田

嚊

山

本

宿
　
　

尚
・
宮

川

豊

文

菊

地

太

Ξ
・
鴨

田

安

藏

高

柵

友

義
・
藤

ｍ

勝

衛

佐
久
間

直

次

功

労

表

彰

町
政
振
興
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績

か

顕
苓
な
方
。

鈴

木
　
　

正
・
桐

内

俊

雄

松

浦

岬

夫
・
商

礦

昭
　
一

菊

地

孝
　
∵

佐

藤

隆

造

牧

野

容

子
・
村

上

太
　
一

佐

藤

義

雄
・
奥

山

美
津
子

阿

部

ヨ

シ
・
阿

部

照

子

鈴

木

美
　
一
・
齊

藤

太

助

齊

藤

長
　
一
・
玉

手

寿

朗

畏
谷
川

太

郎
・
佐
々
木

二
　
郎

紺

野

平
二
郎
・
佐

藤

充

作

小

林

福

治
・
菊

地

恵

七

高

野
　
マ
サ
イ
・
安

彦

し

く

宇
佐
美

兵

蔵
・
須

田

泰

山

齊

藤

正

美
・
曳

地
　
　

一

村

上

嘉

丁

阿

郎

榮

作

善

行

表

彰

多
午
に
わ
た
り
奉
仕
活
助
等

に
よ
り

公

務
社
会
に
寄
与
し
た
方
、
ま
た
、
公

益
の
た

め
に
土
地
、
金
員
等
を
寄
附
さ

れ
た
方
．

内

池

和

子
・
市

川

公

子

松

浦

惣

丁

武

田

太

蔵

八
巻
石
材
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
小
知
和
冷
凍
建
般

栄
誉
顕
彰

乍
術
（
和
算
の
研
究
）
に
お
い
て

。

本
町
の
名
声
を
高

め
る
砕
輝
か
し

い
成

果
を
お
さ
め
ら
れ
た
方
。

法

井

八

夫

追
　

彰

菊

地

忠

次

（
平
成
三
年
十
月
二
十
六
日
功
労
表
彫
）



財政公表

一般会計は

16億6,307万7千円の支出

1～平成３年度上半期の財政状況～

で 務　 覧 う ま 計 と 先 在 支 か に　 す ＿

も 課 詳 に に す に
同 月 高 出 ら よ こ　’ 九 平

閲 に し な な　゜密 匕 号 な の 九 り の　 月 成
覧 お く　り り 町 接 よ で ど 概 月 て 財　 三 三
す い 如 て て の な う お を 況 Ξ 行一政　 十 年
る で り く い 予 つ に 知 公 ’十 う 公　 日 度
こ く た だ る 算 な　 ’ら 表 財 日 も 表　 現 上
と だ い さ の　 ゛か 町 せ す 産 ま の は　 在 半
か さ 方 い か 財 り 民 し る ・ で で 町　 ゛ 期
で い は　 ” 政 を 皆 た も 公 の　 ゛条　 を の
き　・　` 　 ぜ か も さ 決 の 儕 収 四 例　 公 財
ま ど 役　 ひ どｰ･ ん 算 で 費 入 月 の　 表 政
す な 場　　 ｀ の て の 報 す の 及 一 睨　 し 状
’た 総　 ご よ い 家 告 ‘ 現 び11 定　 ま 況

一
　
　
般
　

会
　

計
　

’
の
　

執
　

行
　

状
　

況

凛 入

区　　　　　 分　f 算疆吁lll） 取人洟齠 千円） 収人率196）

II　　　　　　 喫　　7  お .0 第　　　46･,5爨　　　65.s

地　 方　ｌ　 与　 稜　　　97,9《x）　　　18,195　　　18.6

刊 子 割 文ll 金　　　 】0. 9　　　.5　　117.2

ゴルフ墸利用椏交付金　　　 貶 .3　　　　5.5  物　　　44.･

自鶫奉搴耨椪文付金　　　45.　　　1･,709　　　37.1

地　 方　文　忖　 欖　　|,750,e仭　　1.2  靆　　　?3.･

文遇安全対策特別文fl童　　　2.080　　　　1.106　　　53.2

分 担 童 及び負 旭童　　　.3　　　　83　　　49.s

使 用 科 及び 手數 鶫　　　.  引 3　　　.7  に　　　56.9

国　睾　 支　出　全　　2.1  物　　　　   2 糞　　　6.1

鳳　 支　 出　 金　　106,645　　　　8.5　　　1.0

衂　 麈　 収　 人　　　　412　　　.4　　105.s

寄　　　附　　　 金　　　　 旛　　　　　100　　　99,0

爨　　　 人　　　全　　 行 4.3　　　 郷 I.O】I　　　貰.3

繰　　　 越　　　t　　　 立 .0　　　.0  立　　100.･

翡　　　 収　　　入　　　.5　　　20,661　　　65.4

1（　　　　　　 傭　　 魯44.ｓ ）　　　　o　　　　a
合　　　　　 謄　　4.6  .5　　2.2  .　　　48.2

,歳 出

区　 分　 ｆ暃麟｛千円｝ 支出轟顯口一川｝ 帆ii刳Ｓ）

鴣　会　胄　　　.978　　　42.459　　　47.7

総　fl　 賢　　1.7  .84　　　473.2  加　　Z7.4

民　 生　背　　2  .5　　　ｰ  .551　　　47.5

断　 生　lt　　421.8　　　2  .6　　　49.4

農林水産裏費　　292､858　　　.473　　　29.2

商　 工　費　　　.6  %　　　 加 .8　　　72.9

土　木　費　　42L4N　　　1.7　　　31.2

消　防　 費　　ML937　　　 載 .007　　　57.8

敕　育　貫　I.O  四 .473　　　39L257　　38.01

災害譖旧費　　　lO.S邨　　　　　O　　　　Ol

公　仙　 費　　243.482　　　8.9　　　48.8

鴣 支 出 金　　　　 １　　　　　 ０　　　 ０

予　 蟐　費　　　6. 崩　　　　　 ０　　　　０

合　 計　　 ｔ63S.5剔　　l.  ･ 63 』 行　　　35.9

地
　

方
　

積
　

の
　

状
　

況

区　　 分　　　 ９月末残轟{千円}

土　　　 夲　　　　　　6・,3剔

絏　　　W　　　　　　745,064

公 営 住 宅　　　　　　44.388

児 蠹 櫺 祉　　　　　　　358

農 林 土 木　　　　　　47.  0

商　　　 工　　　　　　4 帥.0a)1

鵞 健 棒 爾　　　　　　9s.749

涓　　　 防　　　　　　.3

衛　　　 生　　　　　　43.

笶 劣 鏖 旧　　　　　　.5

峨　　　 龝　　　　　　2s,3 仭

そ　 の　 他　　　　　　116. 制 3

Jt　　　　　　　2.2  .2

町
　

税
　

の
　

収
　

入
　

状
　

況

区　　　 ９　　 予ｉ 簾阡 円）　 取入洟廁 千円S　　収入剰SI

町　 民　　椏　　　2  靆　　　　1S,962　　　　52.8

定 産 税　　　346.･09　　　　2  .6　　　　76.･

動 車 説　　　　12.977　　　　.3　　　ｰ  側 .2

町 た ば こ 欖　　　50.996　　　　.373　　　55.6

特別土雌傑li腰　　　　1.582　　　　　1.695　　　109.2

針　　　　　　709,a27　　　　 栩,5匐　　　　65.5

ｌｌ 値廬霆綸椏　　　2  .4 お　　　　1.3  制　　　　50.7

特

別

会

計

の

紋

行

状

況

会　 計　 名 � 予算額（千円） � 収人涜韻（千円） ・　収人車（％） ��支出済飯 阡 円） ・　執行率（％）

国民健康保険特別会計 �737 056 �35  れ 9 �48 6 �2  加 .0 �Z9.9

老人保健特別会針 �S74 28S �2&0.576 �48.9 �247.0 �43.0

渇木対策施設特別会計 �37 86S �22.140 �58 9 �IS,104 �40.2

貝田筒昜水道特別会計 �13 922 �8.0 �578 �4.6 �33.3

青英 事裏特別会計 �5 341 �2.639 �49.4 �L702 �31.9

人山財産区特別会針 �8 291 �3  , 2 �386 �3.0  行 �37.1

藤田財産区特別会針 �870 �684 �78 6 �473 �S4.4

大木戸財産区特別会針 �169 �173 �ｰ  .4 �46 �Z7,2

石毋田財産区特別会針 �927 �417 �45.0 �146 �15.7

公共下水道特別会針 �140 21Z �45.642 :　　　　32.6 ��43.  れ 3 �31.2

土地胃発事耋持別会計 �89L  58 �S 加,731 �S8.4 �3  俯 .0 訂 �34.4



第３回　福島県縦断駅伝競走大会

が ん ば れ ぐ に み、

11月24日（日） 白河総合運動公園～福島県庁前

参
加
8
5市
町
村

一
〇
一
ｷ
ﾛ
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
に
健
脚
を
競
う

郷
土
の
代
表
ラ
ン
ナ

ー
が
タ
ス
キ

を
つ

な
い
で
、
福
島
県
を

縦
断
す
る
「
第
三
回
市
町
村
対
抗
福

島
県

縦
断
駅
伝
競
走

大
会
」

（

略
称
・
ふ
く
し
ま

駅
伝
）

が
十
一

月
二

十
四
日
。
白
河
総
合

運
動
公
圃
を
ス
タ

ー
ト
し

、
福
島
県
庁
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
全

長
一
〇
一
キロμ

の
コ

ー
ス
で

行
わ
れ
ま
す

。

町
民
の
皆
さ
ん
、
国
見
町
チ
ー
ム
へ
の

ご
声

援
を
お

願
い
し

ま
す
。

ふ
く
し
ま
駅
伝
は
、
県
民
の
体
力

の
向
Ｌ

と
ｆ
成
匕
年
に
本
県
で
聞
僚

さ
れ
る

．
第
Ｓ
川
ふ
ぐ
し
ま
国
体
」

へ
向
け
、
中
・
長
距
躍
選
Ｆ
の
介
成
・

強
化
を
目
指
し
、
Ｉ

．
月
一
．
十
円
日

午
前
八
時
．瓦
分
自
河
総
合
運
動
公
園

を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
鳥
県
庁
前
を
ゴ

－

ル

と
す
る

全
友

匸
に
．
．
、
．
‥

‘で

竸

わ
れ
ま
す

．

今
人
会

に

は
．ペ
ト

し
巾

町
村

が
ぢ

咄

し
、
な

性
ラ

ン
ナ

ー
．．．
人
を
介

む

卜
円
人
の

郷
Ｌ

の
代

表
ラ

ン
ナ

ー
が

健
脚

を
兢

い
ま

す

．

国

見
町

選
予

川
の
杵

さ

ん
は
こ
旧

見
町
駅
伝
競
走
部
」
の
メ
ン
バ
ー
を

中
心
に
。（
口
同
練
習
や
三
回
の
合
宿

を
は
じ
め
厳
し
い
練
習
を
吸
ね
。
走

力
・
持
久
力
の
養
成
と
、
個
人
練
習

で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
チ

ー
ム

ワ
ー
タ
の
強
化
を
は
か
り
、
十

。
月

一
。
卜
四
日
の
大
会
に
臨
み
ま
す
。

本
町
チ
ー
ム
は
七
人
の
中
学
生
を

は
じ
め
、
若
さ
と
フ
？
イ
ト
に
あ
ふ

れ
た
チ

ー
ム
で
す
。
町
の
代
表
と
し

て
、
各
選
手
と
も
持
て
る
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
ｈ
位
入
賞
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
力
強
い

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ 昨年 の大 会

1ゼ･冫ケン13 番･･･一国 見町 ・鴨田由 香選手 ）

福島県 縦断 駅伝コー ス図( 全 期 加 )



国見町

代表選手

紹　介
ｌ・ 八 巻　 忠 義

(国見町役鳩･43廬)

i 笳 高橋 豊 光(

丸鮮㈱･36纛)

佐藤　　 恵 選手

(県北中2年)

阿 部　 夏 樹 選手

(県北中1年)

福 島　 史 裕 選 手(

大岩機器工業所・29 纖)

村 上　 俊 弘 選 手

(大宣電業･45廱)

松浦　 裕 貴 選手

(襦鳥工高1年)

松浦　 孝 紀 選手

(福鳥北高3年)

奥 山　貴 裕 選手

(県北中3年)

瀬 戸　 裕二 選 手

(県北中3年)

佐藤 真 紀子 選手

(県北中2年)

佐 久 間 光 雄 選 手

(国見電子㈱･25瘢)

佐 藤　 温 史選 手

(栂鳥東高3年)

鈴 木　弘 三選 手(

福鳥自衛鎌･32繖)

吉 沢 三 津 夫 選 手(

大岩檢器工瘋所･27 廱)

三 木　郁 絵 選手

(県北中1年)

阿 部　 善重 選 手

(県北中2年)

関 根　 英 樹 選 手

( 補鳥日本電気・19膽)

中 野　 義 夫 選 手(

大 岩機器 工裏所 ・35  歳 )



町 政懇 談会

地域の声を
町 政 に反 映

Ａ大字森山地区町内会町政ｌ 岐会

1
1
会
場
に

2
6
6
名
が
出
席

平
成
三
年
度
の
町
政
懇
談
会
は
、

九
月
ニ
ト
七
日
の
小
坂
・
太
田
川
・

前
田
・
板
橋
町
内
会
を
皮
切
り
に
十

月
二
十
九
日
ま
で
町
内
十
一
会
場
で

開
催
さ
れ
。
町
内
会
長
さ
ん
を
は
し

め
各
町
内
会
の
各
分
野
の
か

た
か
た

延
べ
二
百
六
十
六
名
の
皆
さ
ん
か
出

席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
対
話
を
通
し
て
町
民

皆
さ
ん
の
生
の
声
を
町
政
運
営
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
ま
た
、

町
の
重
要
施
策
を
ご
理
解

い
た
だ
く

槻
会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

教
育
、
住
民
福
祉
、
生
活
環
境
整
備
、

産
業
扱
興
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
わ

た
り
、
建
設
的
な
提
言
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
政
懇
談
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
日
頃
、
考
え
、
思
っ
て
い
る
町
政

に
対
す
る
提
言
、
地
城
に
お
け
る
身

近
か
な
問
題
や
要
望
な
ど
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
、
ま
た
、
町
が
進
め
て

い
る
重
点
事
業
の
内
容
、
方
針
な
ど

を
説
明
し
、
対
話
を
通
し
て
町
政
に

参
加
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
町
政
執

行
に
生
か
そ
う
と
す
る
も
の
で
。
今

回
で
第
四
回
の
開
催
と
な

う
て

お
り

ま
す
。

懇
談
会
に
は
冨
永
町
長
は
じ
め
。

地
元
町
頡
会
鴣
八
、
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
、
各
課
長
か
出
席
し
ま
し
た
。

平
成
三

年
度

成

人

者

来
年
一
月
十
五
日
の

一
成
人
の
日
し

に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住

者
で
す
。
た
だ
し
。
希
望
す
れ
ば
国

見
町
出
身
の
町
外
在
住
者
で
も
出
席

で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
町
教
育
委

員
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

平
成
三
年
卜
月
一
日
現
在
の
予
定

者
は
、
次
の
か
た
か
た
で
す
。
氏
名

に
誤
り
や
記
毓
む
れ
が
あ
れ
ば
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

■
閥
見
町
教
育
委
員
会

Ｓ
囈
2
1
1
1

内
線
２
１
１

有
線
4
1
7
1

（
順

不
同

・
敬
称

略

）

・

小
坂
地
区
　
2
0
名

佐

藤

文

子

一
　
條
　
　

僵

安

藤

聡

史

後

藤

清

史

野

村

秀

峰

藤

原

健
　
一

波

邊

和

良

佐

藤

輝

美

後

藤
　
　

修

赤

坂

奈

災

齊

藤
　
一
　
明

古

内
　
　

茂

遠

藤

芙
紀
子

後

藤

亮

子

三

浦

智

広

渡

邊

優

子

志

賀

祐
　

．

後

藤

和

弘

水

坂

久
笑
子

本
　
田

災
代
子

・

藤
田
地
区
　
6
4名

松

浦

智

志

谷

浄

直
緒
美

遼

蕕

喜

勝

由

井

英

夫

大

内

裕

美

秦
　
　

喜
久
雄

寺

鳥

達

也

佐

一

克

彦

佐
久
間

千
香
子

渡

邊

美
咲
子

丸

山

万

雄

古

川

絵

美

渡

邊

良
　
二

山

田

美

和

佐

藤
　
　

薫

高

野

美

枝

齊

藤

光

弘

菊

地

竜

雄

高

橘

広

美

高

橋

郁

子

古

田

寿

恵

吉

田

早

苗

古

田
　
　

寛

鎌

田

恵

子

須

藤

浩

之

高

橋

信

江

大

橋

善

枝

高

橋

芙
千
子

佐

藤

紀

行

鈴

木

和
歌
子

矢

目

聡

子

鈴

木

富
久
子

高

橋

芳

夫

山

崎

美
智
子

岩

城
　

香

奥

山

晶

子

横

山

美

樹

神

津

義

刀

奥

山
　
　

諭

佐
久
間

美
弥
子

佐

竹

英

子

八

巻

光

代

阿

部

真
紀
子

後

藤

絵

美

曳

地

博

枝

安

達

和

也

根

本
　
　

渉

佐

藤

洋

行

宍
　
戸
　
　

‘Ｗ

近

久

ひ
と
み

吉

田

勝

明

洩

野

か
お
り

三

木

孝

教

佐

藤

憲

子

佐

蕀

純
　
一

武

田

吉

輝

八

巻
　
エ
　
゛
｀

禍

鳥

君

枝

佐

蹕

路

子

曳

地

か
お
り

佐

藤

克

成

平
　
　

桂
　
子

紺

野

英

敏

小

林

恵

美

・

森
江
野
地
区
　
3
1
名

佐
久
間

京

子

宍
　
戸

憲
　
一

遠

藤

巧

一

佐

藤

敏

彦

齊

藤

幸

雄

近

野

広

治

小

野

広

子

吉

田

信

幸

斎

藤

浩
　
一

大

戸
　
　

誠

佐

藤
　
　

健

佐

藤

宏

子

後

藤
　
一
　
芳

村

Ｌ

正

樹

佐
久
間

美

紀

佐
久
間

裕
　
二

谷

津

清

司

佐
久
間

敦

子

須

賀

清

久

佐
久
間

美

幸

斎

藤

噸

子

伊

藤

真

樹

古

田

由
美
子

佐

藤

弘

樹

斎

藤

登
志
江

八

卷

孝

幸

爾
　
　

弘

美

村

上

典

子

佐

野

貴

子

菊

地

真

弓

佐
久
間

み
ど
り

・

大
木
戸
地
区
　
1
9
名

阿

郎

は
る
み

佐

藤

礼

枝

古

田

広

子

遠

蕕

和

彦

阿

部

笑
知
子

渡

部

小
百
合

松

浦

里

災

半

澤

ひ
と
み

笠

松

騁

善

渡

部

か
お
り

岡

田

友

加

斎

藤

智

美

星

野

康

弘

星

野

恵

美

後

藤

正

則

松

浦

知

子

赤

間
　
　

宏

吉

川
　
　

均

佐

藤

久
芙
子

・

大

枝
地

区
　
４

名

鈴

木

純

治

佐

藤

敏

信

玉

手

真
理
子

鈴

木

美
津
夫
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藤 田 宿

菊　池　利　雄

奥
州
街
道
の
宿
駅
と
し
て
に
ぎ
わ

っ
た
藤
田
宿
の
置
か
れ
た
時
期
は
古

代
末
期
に
遡
り
、
『
吾
妻
艦
』
の
文

治
五
年
（
一
一
八
九
）
八
月
十
日
の

条
に
、
源
頼
朝
が
阿
津
賀
志
山
の
戦

い
に
本
営
を
置

い
た
と
す
る
の
が
初

見
で
、
同
じ
七
日
の
条
に
見
ら
れ
る

国
見
宿
と
は
同
し
宿
と
み
ら
れ
る
。

藤
田
宿
が
宿
駅
と
し
て
本
格
的
に

機
能
す
る
時
期
は
明
確
で
は
な
い
か
、

戦
国
期
に
お
け
る
伊
達
氏
の
軍
事
行

動
に
、
伝
馬
役
を
負
担
し
た
の
は
想

像
に
難
く
な
い
。
関
ヶ
原
の
合
戦
後

徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
創
般
し
、

諸
大
名
に
参
勤
交
代
の
制
を
課
し
た

慶
長
年
間
以
降
の
こ
と
で
、
上
杉
藩

の

『
邑
艦
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
藤

田
村
に
は
肝
煎
が
置
か
れ
、
戸
数
五

十
六
戸
、
人
口
二
四
六
名
と
あ
る
。

慶
長
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の
上
杉

藩

『
侶
夫

海
道

之
立
札

耆
並

に
駄
賃

定
』

で
は

、
藤
田

宿
に
検

断
か

お
か

れ
、
南

の

桑
折

宿
と
北
の
貝

田

宿
と

の
間

に
は

、
公
私

に
わ

た
る
荷

物
の

宿
継

が

行
わ

れ
、
宿
町

と
し

て
の
笹

備

が
進

め
ら
れ
て

い

っ
た

。

宝
胼

十

一
年

（
一
七
六

ご

の

「
御
巡

見
使

案
内
控

」
や

、
幕

末
の

天

保
年
間

に

作
製

さ
れ
た

『
藤

田
村

絵
図

』

に
よ

れ
ば

、
宿
町

の
長
さ

は

五

町
、

戸
数

は
鶉
町

・
滑

沢
な

ど
在

の

百
姓

集
落
を

含

め
て
一
四

五
軒

。

人

口
は

七
〇

八
人

、
馬
は

三
〇
匹

。

一

と
六

の
つ
く

日
は

六
歳
漑

が
立

ち
、

在

郷
町

と
し
て

の
側

面
を
兼

ね
て

い

た

。
桑
折

宿
よ

り
の

宿
町
入

口
に

は
、

道

の
両
側

に
石

垣
で
詰

ま
れ

た
木

戸

か
構

え

ら
れ
、

町
の
中

央
を
観

月
台

の
溜

池
か

ら
流

れ
出
す

小
川

に
よ

っ

て
、

上
町

（
南
）

と
下

町
（
北

）

に

分
か

れ
、
上

町
は

中
沢

川
、
下

町
は

鹿
鳥
神
社
脇
で
西
根
堰
よ
り
取
水
し

た

街
路
堀
か
宿
町
の
用
水
と
し
て
街
道

の

中

央
を

。
南
北

か
ら
流

し
上

・
下

町

境

の
小
川

に
落

と
し
て

い

た
。

町
の

西
側

に
は

浄
土
宗

磐
城
郡

山

崎

（
硯

い
わ

き
市
）
、
の
専

称
寺

の
末

寺

大
千

寺

が
あ
り
、

町
尻

の
西
側

一

段

高

い
場
所

の
東
向

き

に
明
け
の

薬

師

と

。
現
藤

田
小

学
校
の

東
方
に

あ

り
た
古

鹿

鳥
よ

り
遷
さ

れ

た
鹿
鳥
社

か
祭

ら
れ
て

い
た
。
ま

た
、
こ

の
藁

師
堂

と
鹿
島

社
の
別

当
寺

で
あ

る
天

台
宗

常
楽

院

が
南

の
町

中

に
あ
り

、

近
世
の
は
匕
め
岡
村
（
現
伊
達
町
）

よ
り
遷
っ
た
修
験
極
楽
院
の
跡
地
で

あ
ろ
う
。
宿
町
中
火
郎
の
丙
側
に
は

元
本
陣
が
あ
り
、
そ
の
西
前
に
は
高
札

場
か
置
か
れ
て

い
た
。
検
断
・
名
主

職
や
問
風
場
を
勤
め
る
家
は
時
期
に

よ
っ
て
異
な
る
か
。
延
亨
四
年

こ

七
四
七
）

『
藤
田
村
差
出
恨
』
で
は
。

検
断
条
右
衛
門
は
名
主
を
兼
ね
、
勘

右
衛
門
は
問
履
を
勤
め
て
い
た
。

蓐
末
期
の
藤
田
宿
に
お
け
る
旅
籠

屋
の
数
は
時
期

に
よ

り
て
一
定
し
な

い
か
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
九
）

飯
盛
女
を
抱
え
た
二
十
七
軒
の
旅
ｎ
一

屋
か
。
半
田
銀
山
の
買
石
働
き
の
者

達
を
二
夜
む
と
め
、
支
払
い
不
足
の

者
か
ら
は
着
物
を
預
か
っ
た
こ
と
か

問
閣
と
な
り
、
一
夜
泊
を
厳
守
す
る

願
書
を
銀
山
検
断
所
に
呈
出
し
て
お

り
、
翕
永
五
年
（
一
八
五
二
ｙ
　
’藤

Ⅲ
村
旅
籠
屋
召
抱
飯
盛
女
奉
公
人
に

付
差
出
一
札
）
に
は
、
旅
籠
屋
十
四

軒
、
飯
盛
女
を
招
い
て
遊

ぶ
揚
屋
は

十
八
軒
を
数
え
て
い
た
。
藤
田
宿
は

隣
の
代
官
所
の
あ
る
桑
折
宿
と
は
異

な
り
、
庶
民
の
宿
町
で
近
く
の
半
田

銀
山
や
、
近
村
の
若
者
達
に
と

り
て

は
気
安
く
遊
べ
る
在
郷
町
と
し
て
繁

昌
し
た
か
、
風
紀
上
好
ま
し
か
ら
ぬ

こ
と
も
あ
っ
て
、
近
隣
の
村
々
や
半

田
銀
山
の
役
元
と
の
間
で
問
題
と
な

り
。
飯
盛
宿
の
自
粛
を
約
定
し
た
書

頭
等
も
残
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

『
風
見
町
史
』

脱スパイクタイヤ

粉じんのない

さわやかな

まちづくり

も
う

皆

さ
ん

は
．
脱

ス

パ
イ

ク
タ

イ
ヤ

の
心
構

え

が
で
き

ま
し

た
か

．

ス

パ
イ

ク
タ
イ

ヤ
と

は
、

タ
イ

ヤ

に
金

属
性
の

ビ

ン
｛
ス

パ
イ

ク
｝

を

打

ち

込
ん

だ
も
の

で
、

凍
結
餡

で

の

制
動
性

能
を

商

め
た
タ
イ

ヤ
で

す
．

し
か

し
、

零
の

な

い
乾

燥

路
で

ス

パ
イ

ク
タ
イ

ヤ
を

使
用
す

る

と
、
路

面

が
削

ら
れ

粉
じ

ん
が

発
生
し

ま
す
．

こ
の
粉

じ
ん

が
風
な

ど
に
よ

り
て

舞

い
上
が

り
、
周

辺
住

民
の

健

康
に
悪

彫

響
を
及

ぼ
し

ま
す
・
『
せ

き
込

む
』

「
た
λ

が
か
ら

む
」『
息

苦

し

い
』一
目

か

痛
む

』
な
ど

の
．

い
わ

ゆ
る

’
粉

し

ん
公

害
”
が
そ

れ
で

す
．

違
反
者

は

十
万
円
以
下
の
罰

金

こ
う
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
粉

匕
ん
に
よ
る
、
健
康
や
生
活
環
境
へ

の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
昨
年

六
月
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
法
（
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止

に
間
す
る
法
律
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
粉
じ
ん
公
害
の
な

い
脱
ス
パ
イ
ク
々
ｆ
イ
ヤ
社
会
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
、
環
境
庁
長
官
か

揃
定
す
る
地
城
で
は
、
原
則
と
し
て

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
か
禁
止
さ

れ
、
違
反
者
に
は
平
成
四
年
四
月
一

日
か
ら
十
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冬
の
主
役
は

ス

タ

ッ

ド

レ

ス

タ

イ

ヤ

に

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
っ
て
冬

川
タ
イ
ヤ
の
主
役
と
し
て
登
場
す
る

の
が
ス
タ
Ｘ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
す
．

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
ス
パ
イ

ク
を
使
わ
な
い
で
凍
結
路
な
ど
で
の

走
行
性
能
を
可
能
な
か
ぎ
り
高
め
た

タ
イ
ヤ
で
す
．
低
温
で
も
硬
く
な
ら

な
い
特
殊
配
合
ゴ
ム
を
使
い
、
溝
の

形
な
ど
も
工
夫
さ
れ
て

い
る
の
で
、

瞥
通
の
賞
道
で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

と
同
樫
度
の
性
能
を
発
揮
し
ま
す
．

そ
の
性
能
は
年
々
向
上
し
て
お
り
、

急
発
進
を
し
な
い
、
控
え
め
な
ス
ピ

ー
ド
で
走
行
す
る
な
ど
の
タ
イ
ヤ
の

特
性
を
踏
ま
え
た
運
転
操
作
を
行
え

ば
、
冬
道
で
の
安
全
逐
転
が
十
分
可

能
で
す
．

粉
じ
ん
公
害
を
な
く
す

た
め
に
は
、

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
対
し
て
み
ん

な
か
理
解
を
漾
め
、
協
力
を
す

る
こ

と
か
非
常
に
大
切
で
す
．
今
年
の
冬

は
．
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
に
切
り
替
え
、
粉
じ
ん

公
害
の
な
い
住
み
よ
い
環
境
を
み
ん

な
で
っ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
．



引

揚

者

の

方

々

に

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書

状

を

贈

呈

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
。

先
の
大
職
の
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以

外
の
地
城
か
ら
引
き
楊
げ
て
こ
ら
れ

た
方
々
（
「
引
揚
者
等
に
対
す
る
特

別
交
付
金
の
支
給
に
闌
す
る
法
律
」

に
よ
る
特
別
交
付
金
の
支
給
要
件
に

該
当
し
た
引
揚
者
の
方
々
）
に
対
し

て
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ
い

て
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

請
求
さ
れ
る
方
は
躋
求
書
に
記
入
の

う
え
、
必
要
な
謇
類
を
添
え
て
『
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
』
あ
て
直
接

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
類
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

福
祉
係
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

◇
請
求
の
期
間

平
成
３
年
９
月
２
日
Ｉ

平
成
８
年
３
月
3
1日
ま
で

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ

畢
旧一
　

東
京

都
文

京
区
大

塚
５
－

３
－
1
3

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
業
務
第

２
諜
引
揚
係

S
0
3
1
3
9
4
5

‐
1
4
7
0
3

老

人

保

健

一
部
負
担
金
が

改

正

さ

れ

ま

す

老

人

保
健

法

等
の

一
郎
を

改
正
す

る
法

律

が
、
平
成

四
年

一
月

一
口
‥【
か

ら
施

行
さ

れ
る

こ
と

と
な
り

ま
し

た
。

老

人
医

療
受

給
者
か

。
医
療

機
関

の
窓

口
で

支
払
う

Ｉ
部

負
担
金

に
っ

い
て

、
次

の
よ
う

に
改

め
ら

れ
ま
す

。

外

来

入

院

平成３年12月末日

まで（現　行） �

平成４年１月１日

Ｓ

平成５年３月31日 �

平成５年４月１日

Ｓ

平成７年３月31日

１月　　８００円 �１月　　９００円 �１月| ，０００円

１日　　４００円 �１０　　６００円 �１日　　７００円

児
童
手
当
制
度
の
改
正

即
」
成

４

年

１

月

１

日

か

ら

一
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら

受

け

ら

れ
ま
す

子
ど
も
を
健
や
か
に
産
み
育
て
る

た
め
の
環
境
づ
く
り
の
重
要
な
柱
と

し
て
、
児
竃
予
当
制
度
か
改
正
さ
れ

ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
。
い
ま
ま

で
Ｉ
．
人
目
の
お
子
さ
ん
か
ら
支
給
さ

れ
て
い
た
児
童
手
当
か
。
一
人
日
の

お
子
さ
ん
か
ら
支
給
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

支
給
額
は
、
一
人
目
と
二
人
日
の

お
子
さ
ん
か
月
額
五
千
円
、
三
人
目

以
降
の
お
子
さ
ん
か
月
額
一
万
円
と

な
り
ま
す
。
支
給
期
間
も
段
階
的
に

変
更
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
、
す

べ
て
の
お
子
さ
ん
の
支
給
期
間
か
三

歳
未
満
と
な
り
ま
す
。
こ
の
改
正
は
。

平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

・改正 の主 な内 容・

��現　　行�改　正　後

支 給 対 象��第２ 子以降 �第１ 子以降

支 給 期 間 ��小学校入学前�３ 皮 未 満

支

給

額 �

第１ 子 �- �5.0 0 0
円

(月 額)

�第２子�2 . 5 0 0
円

(月 額) �5.
 0 0 0円

(月 額)

�篇３子
以　 陽 �

５,０００円

(月　額) �
１０,０００円

(月　額)

※
支
給
期
間
に
つ
い
て
は
、
経
過
措

置
と
し
て
、
第
一
子
は
平
成
三
年
一

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

を
対
象
と
し
、
第
二
子
以
陣
は
、
平

成
四
年
次
が
五
歳
未
満
、
平
成
五
年

次
が
四
歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

◇
認
定
請
求
の
日
時
・
場
所

平
成
３
年
り一
月
３
日
～
５
日

住
民
福
祉
課
福
祉
係

ぐ

手
続

き
に
必

要
な

も
の

・
印
か
ん

・
健
康
保
険
証

・
年
金
加
入
証
明
（
厚
生
年
金
等
に

加
入
し
て
い
る
方
の
み
）

・
父
親
名
儀
の
通
帳
（
福
島
信
用
金

廬
国
見
支
店
又
は
福
鳥
国
見
町
農

協
各
支
所
）

■
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

昔
9
2
1
1
1

内
線
１
３
４

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
設
人
権
相
談
所

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
。

『
第
む
回
人
権
週
間
』
で
す
。
町
で

は
福
鳥
地
方
法
務
局
、
福
島
人
権
擁

謾
委
貝
協
議
会
と
共
催
し
、
次
の
と

お
り
無
料
特
設
相
談
所
を
閧
設
い
た

し
ま
す
。
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
か

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
す
べ
て
秘
密

で
無
料
で
す
。

相
鮫
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
お
よ

ぴ
法
務
局
職
員
で
す
．

◇
開
般
日
時

平

成
３
年
1
2
月
６

日
（
金

）

午
加
1
0
時

～
午

後
３
時

◇
場
　
所

国
見
町
町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

捜

査

活

動

に

ご
　

協
　

力
　

を

～
桑
折
警
察
署
か
ら
お
願
い
～

◇
被
害
に
遭
っ
た
ら

必
ず
届
け
出
を

「
被
害
か
少
な
い
か
ら
」
と
か
、

『
面
倒
だ
』
な
ど
と
言
わ
ず
に
、
届

け
出
て
く
だ
さ
い
．

◇
事
件
が
あ
っ
た
ら
一
一
〇
番

早

い
一
一
〇
番
か
、
早
い
解
決
の

カ
ギ
に
な
る
の
で
す
。

◇
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
ご
迷
感
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
ま
す
か
ら
、
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

桑
折
繁
察
署

－
‘劼
2
1
5
1

1
1
　月

今

月

の

納

税

（
納

期
限
・：
1
2
月
１

日
）

固
定
資

産
税

（
第

四
期
）

伊
達
西

根
壙

土
地

改
良
区

費
（

後
期
）

伊
達
酉

郁
土

地
改
良

区

費
（
後

期
）

お

し

ら

せ



募
　

集

県
労
働
者
文
芸
作
品

県
内
に
働
く
人
々
が
勤
労
の
余
暇

に
制
作
し
た
作
品
に
つ
い
て
発
表
の

機
会
を
提
供
し
、
県
内
文
化
の
向
上

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
．
次
の
と

お
り
文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
．

奮

り
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
．

◇
種
　
目

飾
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳

◇
字
数
等

詩
・：
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以

内
、
二
編
ま
で

短
歌
…
五
首
以
内

俳
句
・
１・
五
句
以
内

川
柳
…
五
句
以
内

◇
応
募
上
の
注
意

・
本

人
の

創
作
で

未

発
表
の

も
の
．

・
用
紙

は
原

則

と
し
て

四
百

字
諮
原

稿
用

紙
を

用

い
頭
書

に
動

務
先
．

住
所

、

氏
名
｛

ふ
り

か
な

｝、
年
齢

、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
・

・
原
稿
は
隋
書
で
は
っ
き
り
書
き
、

な
る
べ
く
常
用
漢
字
。
現
代
か
な

づ
か

い
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
’

◇
締
切
期
日

平
成

３
年
1
2
月
Ｍ

日
（
土

）

◇
入
賞
者
の
発
表

入
賞
者
本
人
に
通
知
す
る
と
と
も

に
、
機
関
誌
『
ふ
く
し
ま
労
働
展

望
』
に
発
表
、
併
せ
て
同
誌
に
入

賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

－

作
品
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

・

覬
　
福
鳥
市
杉
妻
町
２
－
1
6

柵
島
県
商
工
労
働
部
労
政
課
動
労

考
文
芸
作
品
係

魯
0
1
1
1
1
　

内
線
4
0
7
4

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽

し

い

狩

猟

（

ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
待
望
の
狩

猟
か
Ｈ
月
1
5日
解
禁
に
な
り
ま
し
た
．

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故

の
な
い
狩
猟
を
し
ま
し
ょ
う
‘

◇
狩
猟
を
す
る
と
き
は

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
発
射

の
際
は

、

必
ず
前
方
（
矢
先

）

の
安

全
を
確

認
し

、
安

全
が
確

認

で

き
な

い
時

は
発
射

し
な

い
。

・
水

嘔
撃

ら
を
し

な

い
。
ま

た
竹
林

な

ど
跳

弾
の

お
そ

れ
の
あ

る
場
所

で

は
発

射
し
な

い

。

・
人

家
や
人

の
気

配
か

す
る
方

向
に

は

、
絶

対
銃

口
を
向
け

な

い
。

・
実
包

は

発
射
の
直

的

ま
で
装

て
ん

し

な

い
・

ま
た

、
必
要

が
な
く

な

り
た
ら
直

ち
に
脱

包
す

る
。

・
歩
行

、
休
憩

時

に
は
統

を
折

っ
て

お
く

か
、
遊

底
を

引

い
て
機

関
郎

を
閧
放

し

て
お
く

。

％

～
％

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
、

一
年
の
う
ち
で
最
も
火
災
の
多
い
季

節
で
す
．

今
年
む
十
一
月
九
日
か
ら
十
五
卩

ま
で
、
『
毎
日
が
　
火
の
元
警
報

発
令
中
』
を
絖

】
標
語
に
、
秋
の
全

風
火
災
予
防
迎
動
か
行
わ
れ
ま
す
．

火
　
の
　
用
　
心

７

つ
の
ポ

イ
ン
ト

１
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

２
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

で
遊
ば
せ
な
い
。

３
風
の
強
い
時
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

４
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

５
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の

を
置
か
な
い
。

６

ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
’

フ
ス
ト
ー
プ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

戸 籍の窓口
(10月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　 保護者　　町内会
裕 子(ゆ う こ)赤坂 畋睛 内 谷 西
恭 平(きょうへい)吉田 光男 宮　 鵤
歩( あ ゆ み)大槻　 敏 本　 町
忍( し の ぷ)鈴木 一弘 耕　 谷

奈々江(な な え)高原 良雄 渾祟山東
愛久美(め ぐ み〉沼田 裕一 富 町 北
楷 紀(ひ ろ き)佐藤 善浩 第　 三

桔婚おめでとうございます

氏　　 名
寺 鳥 康 守

叶･ｵｵﾚﾝｾ･719ｼ ﾀﾞ7F
佐 藤 氏 徳

佐 藤 美 貴

伊 藤 一 紀

鈴 木 智 子

佐 藤 智 秋

酵ﾂﾌﾔｱ･ ブり･ｱﾒ‘j夕

町 内 会

第　 四

７卩1 ピン

石 母 田 東

雄 鳥 市

第　 Ξ

端 鳥 市

錦　 町

７４リピン

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会
鈴 木 久 子　　S3　　 富　 東
後 鵬 喜 市　　72　　 鳥　 取
遠 藤 紋 皿　　45　　 光 明 寺
長谷川 芳 男　　65　　 貝　 田
佐 藤　　 直　　66　　 板　 柵

松 浦 ハ ル　　81　　 山　 根
佐 藤　ミツエ　　76　　 源亰山東
若 林 一次郎　　82　　 泉 田 中
失 戸 とめゑ　　82　　 第　 七
菊 地 忠 次　　 如　　 石毋田原

阿 部 三 郎　　67　　 大 木 戸
村 上　ト　ミ　　69　　 山　 根

人口と世帯

11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

口

･男5  , 747人 （－ ２）

女6  靆 人 （－ １）

･計1  9  瓰人 （－ ３ ）

世帯数2  , 戸(  十 1 )

転 入　13λ

転 出11 λ

出 生　 ７λ

死　亡　12λ

11月　霜月（しもつき）

ｺﾞ1: こ ご

i

n 附;。:
。
ら,●

12月　師走（しわす）

１日(日)歳末助け合い運動

４日 伽 人権週間

７日 出 大 曹　　?

¶

15  日 囘 年賀郵便特別扱

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二 階 相 談 窒 ｛東Ｓ入口からお入り下さい｝

時 間： ９時 ～12 畤

こ まったことや、相鮫ごとがあり ましたら、

お気軽 にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

{ 相談貝}

11月 日 (月）高橋曝右工門・山内聡子

12月５β（木）高橋 隆雄・簗瀬 貞子

12月 日 ( 金〉村上 金正・商橋 忠子

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民 館
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家
庭
教
育
講
座

「
祖
父
母
学
級
」
盛
況

大
技
小
学
校
で
は
十
月
二
十
六
日

全
校
児
童
と
祖
父
母
八
十
余
名
か
講

堂
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、
サ
ー
ク
ル

ポ
ケ

″
卜
の
お
兄
さ
ん
た
ち
の
指
導

の
も
と
元
気
に
ゲ
ー
ム
や
遊
び
に
汗

を
流
し
、
最
後
は
溝
堂
に
シ
ー
ト
を

敷
い
て
、
お
母
さ
ん
ら
の
心
づ
く
し

の
芋
煮
会
で
た
の
し
い
一
日
今
過
ご

し
た
。

い
ま
、
家
庭
で
は
子
ど
も
の
養
育

か
祖
父
母
に
任
か
さ
れ
、
世
代
間
の

意
識
の
ず
れ
な
ど
で
お
皿

い
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る
と
き
．
孫
た
ち
と

一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
遊
び
に
打
興
じ
る

こ
と
に
よ
り
．
日
頃
の
戸
惑

い
や
悩

み
も
理
く
っ
を
超
え
て
う
ち
と
け
、

案
庭
の
明
る
さ
か
保
た
れ
る
も
の
と

思
う
．

大
枝
小
学
枝
で
の
こ
の

『
咀
父
母

学
級
』
は
こ
う
し
た
意
味
で
し
大
い

に
意
義
の
あ
る
行
事
で
し
た
．
願
わ

く
ば
こ
の
よ
う
な
行
巾
が
十
校
だ
Ｉ
け

で
終
ら
せ
な

い
で
、
き
ら
に
小
さ
な

地
域
で
の
行
事
と
し
て
継
続
し
、
発

展
さ
せ
て
ほ
し

い
む
の
で
す
。
今
こ

そ
ぢ
い
ら
‘『
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知

也
袋
を
活
か
し
て
、
伝
承
的
な
遊
び

な
ど
を
復
活
き
せ
て
は
ど
う
で
し
。
。

う
か
、

子

育

て

コ
ー

ナ

ー

「

テ

レ

ビ
と

子
ど

も

」

ｆ
育

て
教

室
の

開
講

の
と
き

、
保

育

哨
園

児
の

お
は

き
ん
を

対
象

に
ア

ン
ケ

ー
ト
を

お
願

い
し
て

。
毳
垂

な

ご
意
ｕ
’

を

い
た
だ
き

ま
し

た
。
そ

し

て

こ
の

。
卜
育

て
コ

ーー
チ

ー
」

を
読

人
で

い
る
万
か
5
3
‰

む
あ

り
ま
し

た

。

こ
の

ご
意
兒

の
中

か
ら
Ｉ
・

。テ

レ

ビ
と
ｆ

ど
も

’
を
テ

ー
マ

に
、
‐
り
’
颱

い
て

い
る

お
母

き
人

（
Ｍ

‥
ご

か

勉

強
し

や
す

い
時

間
帯
を

と

い
う

ご
窓

口
｀
を

二
こ
で

紹

介
し
て

竚
え

て
み

た

い
と
思

い
ま

ず

第

四
回

の
敦
賞

で

一
桧

本
の
余

し

さ
を
ｆ

ど
む

た

ち
に
い

と
い
う
テ

ー

マ
で
内

池
和
ｆ

先

生
の
講

話
を

き
き

ま

し

た
。
一
歳

児

か
ら

お
け
さ

λ
か

’ｒ

ど
し

に
絵
本

を
よ

ん
で

や

Ｊ－

た
り

し

て

い
る
と

、
Ｆ

ど
む
か
本

恥
し

い

て

い
る
恕

像
力

を
拡

げ
て

、
楽
し

い

フ

ァ
ン

タ

ジ
ー
の
匣

山ｔ
に
ひ

た

る

そ

れ
か
鬯

か
な

心

と
能
力
を

つ
ノ
丶

’―

て

ゆ
く
鵬

礎

に
な
る

と

い
う

こ

と
で

し

た
　

し

か
し

そ
れ

を
阻

害
し
て

い

る
の
が
テ

レ
ビ
と

い
う
こ

と
に
な

り

ま
す
。
テ

レ

ビ
は

一
方
的
で

圧
倒

的

な
時
間

の
流

れ
と
情

報
吸
で

私

た
ち

の
想

像
力

や
判

断
力

を
抹
殺

し
て

し

ま

う
魔
力

を
も

っ
て

い
ま
す

。

１

ど
む

が
青

っ
て
ゆ

く
環

境
の
中

で

は

’見

せ
て

は
な

ら
な

い
む

の

』

「
き

か
せ
て

な

ら
な

い
も

の

゛
か
昔

は
厳

然
と
し

て
あ

り
ま
し

た

。
し
か

し
、

兮
は

お
と
な

の
身
勝

手
か

ら
無

差
別

な
情
報

の
洪
水

に
子

ど
も

を
さ

・‐り
し
て

い
る

の
が
現

尖
で

し

ょ
う

’』

要
は
テ

レ

ビ
の
ス
イ

。
チ

を
切

る
と

い
う
簡
叭

な

こ
と
で
す

が
、

そ

れ
に

は
み
ん

な
か
意

識
し
て

協
力

し
、

気

を

つ
け
て

ゆ
く

こ
と
か

必
要
で

す

。

次

に
働
く

お
母
さ

ん
の

た
め
、

土

曜

日
の
皮

に
で

む
時
川

を
と
『

て

、

先
生

や
先

輩
の

話
を
き

い

た
り
、

話

し
ａ

‐。
た
り
す

る

「
了

青
て

を
語

る

夕

べ
」
の
よ

う
な
む

の
を

計
肉

し
た

ら
と
思

い
ま

す

。
八

体
化

し
た

ら
お

知

ら
せ

し
ま

す
の
で

ぜ
ひ
参

加
し

て

ド
さ

い
　

そ
し

て
こ

の
コ

ー
ナ

ー
で

も

そ
の

咬
ほ

を
収
り

上
げ
て

兒

展
き

せ

て

い

い
た

ら
と
川
苟

て

い
ま
す

、

鹿
島

神

宮
村
上
　

太
一

叶
年
も
参
拝
し

た
お
阯
だ
が
。
藤

川
の
鹿
島
神
阯
の
本
家
位
に
し
か
考

え
て

い
な
か

い
た
も
の
か
、
成
人
学

級
の
研
修
で
阿
部
先
生
の
御
配
世
に

依
り
詳
し
い
心
料
等
揃
え
て
戴
き
。

由
来
か
よ
く
わ
か
り
、
有
難
き
か
倍

増
し
た
。

広
い
参
道
、
大
き
な
桜
門
、
廻
り

に
昼
尚
暗
い
大
き
な
老
樹
。
行
き
届

い
た
境
内
、
戦
前
の
官
幣
大
社
で
二

千
数
百
年
前
抻
武
天
梟
一
八
年
間
基

と
伝
え
ら
れ
。
雷
電
の
象
徴
で
あ
る

た
卩
み
かＪ
し
占μ
お
か
亠

軍
神
武
甕
槌
大
神
を
お
祀
り
さ
れ
て

あ
る
と
言
う
。
ど
こ
と
な
く
ど
『

し

‐り
と
し
た
重
み
の
あ
る
お
杜
に
、
深

々
と
頭
を
垂
れ
た
。

そ
し
て
。
御
本
殿
拝
見
台
に
立
っ

て
、
そ
の
色
彩
鮮
か
細
爛
豪
華
な
金
網

を
巡
ら
し
た
本
峨
の
荘
厳
さ
に
改
め

て
礼
拝
し
た
。。

境
内
に
は
古
代
か
ら
の
老
木
に
添

木
、
引
倣
り
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
等
、

乍
い
繁
る
草
木
に
ま
で
心
を
配
ら
れ

て
い
る
管
理
等
、
鹿
鳥
神
杜
の
本
家

だ
け
の
こ
と
は
あ
る
と
、
改
め
て
感

心
し
、
参
拝
を
終
っ
た
。

４大棧小学校で行われた覃庭教斉講座

▲鷹鳥神宮前で記念撮影



自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

根
本
秋
雄

秘
の
町
民
教
室
の
一
つ
と
し
て
、

は
じ
め
て
企
画
さ
れ
た

”
自
然
ふ
れ

あ
い
教
室
”

十
月
二
十
九
日
春
日
公
民
館
長
の

案
内
で
。
参
加
者
二
十
三
名
デ
ラ
ッ

ク
ス
バ
ス
で
出
発
。

小
坂
峠
を
羅
て
、
七
ヶ
宿
ダ
ム
を

左
に
見
な
が
ら
、
国
道

］
匸
二
兮
線

を
ひ
た
走
る
。
七
ヶ
宿
ダ
ム
も
満
々

と
水
を
た
た
え
、
両
岸
の
彩
と
と
も

に
、
自
然
処
を
竸
う
か
の
よ
う
。

最
初
の
目
的
地
楢
下
の
宿
探
訪
で

あ
る
。
バ
ス
か
ら
降
り
て
散
策
す
る
。

江
戸
時
代
大
名
行
列
の
宿
場
と
し
て

栄
え
た
宿
場
も
、
一
部
を
残
す
の
み

で
。
往
時
の
面
影
か
影
を
潜
め
る
様

は
、
何
と
も
淋
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。で上の橋ねがめたれら適に期初治明▲

次
は
国
指
定
の
重
要
文
化
財
旧
尾
形

家
住
宅
の
観
覧
で
あ
る
。
建
坪
‐‐
〇

〇
坪
の
大
き
な
家
で
、
寄
棟
中
門
切

妻
造
り
茅
茸
き
の
堂
￥
た
る
檎
え
。

当
時
の
人
々
の
知
恵
と
工
夫
の
跡
か

各
所
に
う
か
か
わ
れ
。
驚
き
と
そ
の

す
ば
ら
し
さ
に
感
服
す
る
。

昼
食
は
、
地
元
産
手
打
ち
そ
ば
に

舌
つ
づ
み
を
う
っ
。
ま
た
地
酒

「
初

係
」
で
喉
を
潤
し
語
り
合
っ
た
ひ
と

と
き
は
。
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
の
一

ペ
ー
ジ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
。

昼
食
後
の
コ
ー
ス
は
。
エ
コ
ー
ラ

イ
ン
を
通
り
秋
に
浸
る
予
定
で
出
発

す
る
。

落
葉
か
多
く
、
秋
の
彩
を
観
る
こ

と
は
で
き
ず
、
お
釜
、
レ
ス
ト
（

ウ

ス
附
近
は
、
は
く
息
は
自
ぐ
冷
た
い

風
に
、
ふ
も
と
と
直
上
附
近
の
Ｊ
｀
度

差
、
目
然
の
変
わ
り
よ
う
を
肌
で
感

じ
、
自
然
の
偉
力
に
今
さ
ら
な
が
ら

驚
き
い
『

だ
次
第
で
あ
る
。

間
も
な
ぐ
や
Ｊ
Ｉ
毟
る
閥
見
の
里

の
冬
ざ
れ
を
思

い
な
が
ら
帰
路
に
っ

今
回
初
め
て
の
齔
両
だ
そ
う
で
あ

る
か
、
実
の
あ
る
も
の
で
あ

べ
た
’

今
後
も
ぜ
ひ
こ
の
縋
の
企
画
を
お

噸
い
し
た
い
。
そ
し
て
も
っ
と
多
く

の
人
々
の
参
加
か
あ
れ
ば
と
思
っ
た

次
第
で
あ
る
。
郎
長
さ
ん
、
運
転
手

さ
ん
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

婦
人
・
高
齢
者
運
動
会

体
育
の
卩
、
十
月
十
日
に
町
民
体

育
館
に
お
い
て
恒
例
の
婦
人
、
高
令

者
運
動
会
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
．

肖
日
は
台
風
の
彫
響
で
生
憎
の
雨

降
り
で
し
た
か
．
農
繁
期
で
あ
・

た

の
で
か
え
っ
て
人
勢
の
参
加
を
得
る

こ
と
か
で
き
ま
し
た
．

人
会
艮
の
冨
永
町
腰
の
あ
い
さ
つ

来
賓
を
代
表
し
て
町
鍛
会
仲
野
議
長

町
教
委
佐
藤
教
斉
委
員
長
の
祝
辞
な

ど
が
あ
り
晩
技
に
入
り
ま
し
た
．

競
技
は
、
佃
人
五
種
日
、
川
体
五

稙
目
．

一
マ
ン
ボ
踊
り

‘
な
ど
の
演

技
か
あ
り
．
日
頃
の
運
動
不
足
を
少

し
で
も
カ
バ
ー
し
よ
う
と
体
育
館
一

杯
に
走

い
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ゲ
ー

ム
を
豪
し
み
ま
し
た
．

参
加
者
一
同

、
泌
足
・
満
足
？

▲全員で準備体操

行 事 予 定 表
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１
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９１� 火� ｊ四匹ぐ四寛叫狄

�
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�

４
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水
一

�
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Ｅ大く皿姻四琵
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2
0
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刀
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ｊ方χ

｀

描方見の画児幼く室教で育子� �
６
� 金� ー四″く″以

�
2
3

� 土� ｊ丶―あＪい臥英ぐ″りく心四づ
�
� ０１� 火� ｊ″″ぐ″覚

｛
秋

�
％
一

�
人
� ｊｊ`ｊ７ぐ″躯丿作

�
� １１� 水� 室教りくづもひ帯

���
ｊ
″

｀ぐ″″匹
�
�

り
ａ

１

�
木
� 濃会営運会大道剣成育年少寿町折桑町兒岡

�
2
7

�
水

�
ＩＪ

心にーｔぐ誕図鈞岬（
� ���

Ｊ
作ｔン宍

���
？
四

（
レ″ぐ″Ｅ

｛�
� ３―� 金� ｊ育教庭案ぐ級学志賀津阿

�
2
8

�

木

� ｊ匹―い藤ぐ″姻四作�

行備
　
　

’

�
�
�

出

ド

貨

イ

会

の

ラ

大

本

ス

走
　

会

ヽ
月

竸
　

人

は
1
2

伝

会

走

容
　
・

駅

大

竸

内

り

団

走

伝

動

く

年

竸

駅

活

づ

少

伝

周

の

ー
ツ

駅

一

館

ダ

ー
断

郡

畫

ン

ボ

縦

達

図

レ

ス

県

伊

動

力

移

月

日

日

Ｈ

も

Ｈ
1
7

Ｍ

８

ど
　

｀
μｎ

月

月

子

と

Ｈ

Ｈ
1
2

���
″

バりづ
���
四

｀″

ク

｀

１

－

� １� 日� Ｊ作い宍Ｊ
�
ク�` 月

�
ｊ生年り

６
小田藤く館耆図釣移もど子

�
３
� 火� ｍ！″く四姻四琵



熱
戦
を
繰
り
広
げ
た

校
内

駅

伝
大

会

秋
哨
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
二
十
二

日
、
県
北
中
学
校
で
校
内
駅
伝
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
祭
行
事
の
一
環
と
し
て
開
催

さ
れ
た
こ
の
駅
伝
大
会
に
は
、
ク
ラ

ス
毎
に
編
成
さ
れ
た
十
五
チ
ー
ム
が

出
場
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
練

習
成
果
を
兇
揮
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の

盛
ん
な
声
援
を
受
け
な
か
ら
力
走
し

ま
し
た
。

上
位
入
賞
ク
ラ
ス
は
次
の
通
り
で

第 準 僵 す
贏 簒 。 ゜

一 一 一一 一一 一 一ｙ 卩

組 組 組

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で

交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

一
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
か

ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う
」
と
、

桑
折
地
区
交
通
安
全
協
会
か
主
催
し

た
第
七
回
桑
折
地
ぼ
交
通
安
全
ゲ
ー

ト
ポ
ー
ル
大
会
が
十
月
十
七
日
、
大

木
戸
の
町
民
運
動
鳩
で
開
か
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
国
見
、
桑
折
両
町
か
ら

十
ハ
チ
ー
ム
か
出
場
。
交
通
安
全
の

の
ぼ
り
が
秋
風
に
は
た
め
く
中
、
コ

ー
ト
の
中
央
に
輻
二
ｊ
の
道
路
か
設

け
ら
れ
、
ボ
ー
ル
は
必
ず
横
断
歩
道

の
手
加
で
一
度
止
め
て
か
ら
道
路
を

通
過
さ
せ
る
、
横
断
歩
道
を
横
切
る

時
は
選
手
も
左
右
の
安
全
を
確
認
し

て
通
る
Ｉ
な
ど
の
特
別
ル
ー
ル
を
取

り
入
れ
、
和
気
あ
い
あ
い
の
プ
レ
ー

を
楽
し
み
な
か
ら
も
交
通
安
全
へ
の

理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

優

勝

藤
田
Ａ
（
国
見
町
）

凖
優
勝

本
町
（
桑
折
町
）

第
三
位
　
あ
ぷ
く
ま
Ｂ
｛
桑
折
町
｝

″
　

大
木
戸
Ｂ
（
岡
見
町
）

モ
ー
君

わ

が

家

へ

冷

た
い
雨
か
降
る
町
営
牧
場
で
十

月
八
日
、
閉
牧
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

式
に
は
、
高
鳴
友
義
牧
野
利
用
組

合
長
、
冨
永
町
長
．
仲
野
周
一
町
議

会
議
長
を
は
し
め
、
県
や
町
の
関
係

者
．
牧
野
組
合
員
の
皆
さ
ん
な
ど
約

四
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
．

五
月
十
三
日
の
放
牧
以
来
．
こ
と

し
生
ま
れ
た
十
五
躋
を
加
え
た
牛
た

ち
は
、
夏
の
間
、
雄
大
な
自
然
の
中

で
の
ん
び
り
と
過
ご
し
、
約
五
か
月

間
の
牧
場
で
の
生
活
を
終
え
、
牧
野

を
離
れ
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
に

お

お

よ

ろ

こ

び

藤
田
保
宵
所
の
子
ど
も
た
ち
か
十

月
二
十
三
日
、
桑
折
緑
風
圃
の
「
ふ

れ
あ
い
農
園
」
で
。
サ
ツ
マ
イ
モ
掘

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

五
月
に
緑
風
園
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
苗
植
え
を
し

た
も
の
で
、
大
き
く
育
つ
の
を
楽
し

み
に
し
て

い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
畑
の
中
に
入
っ
た
子
ど

も
た
ら
は
、
上
の
中
か
ら
つ
ぎ
っ
ぎ

と
掘
り
起
こ
さ
れ
た
イ
モ
を
見
つ
け

て
は
歓
声
を
あ
げ
て
大
喜
び
・

大
さ

な
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
、
持
参
し
た

ビ
ニ
ー
ル
袋

い
っ
ぱ
い
に
つ
め
込
ん

で
い
ま
し
た
。

イ
モ
掘
り
の
あ
と
、
用
意
さ
れ
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

勇
壮
に

鹿
島
神
社
例
大
祭

鹿
島
神
杜
の
例
大
祭
が
十
月
十
九
、

二
十
日
の
両
日
、
に
ぎ
や
か
に
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

み
こ
し
と
若
連
が
引
く
四
台
の
山

車
か
藤
田
の
中
心
街
を
練
り
歩
き
、

太
鼓
の
音
か
鳴
り
響
く
中
、
勇
ま
し

く
ぷ
っ
か
り
合

い
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
祭
り
か
最
商
潮
に
達
す
る
み
こ

し
の
宮
入
り
ま
で
、
多
く
の
歓
衆
で

に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

編
集
日
記

Ｏ
Ｈ
月
2
4卩
に
行
わ
れ
る
ふ
く
し
ま

駅
伝
。
わ
か
町
か
ら
も
厳
し
い
練
習

に
耐
え
て
き
た
選
手
の
皆
さ
ん
か
出

場
。
力
強
い
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

発
行
　

喚

国
兄
町
企
画
商
工
課

福
島
県
伊
達
郡
国
兒
町
大
事
藤
川
字
一
丁
Ⅲ
二
２
の
Ｉ

・

九
六
九
―

繼
　（

　０
二
四
五

）
八
五
－

二

二

．
｛
代
表
｝

・ クラスメイトの声援を受けて

▲楽しみながらルールを碓認

よ農家の人といっしょにわが家へ

▲おぱあちゃんと一緒に楽しいサツマイモ振り

▲勇壮なみこしと山皐とのぶつかり合い

わ

だ

い
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